
受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し
上げます。
　さて、ダイワ・ファンド・シリーズ－ダイワ
新興国債券ファンド（毎月分配型）－通貨ブリ
ッジ－（以下「ファンド」といいます。）は、
2021年11月30日に償還いたしました。
　ここに、運用状況をご報告申し上げます。

運用報告書（全体版）

ケイマン籍オープン・エンド契約型外国投資信託／追加型

管理会社
ダイワ・アセット・マネジメント・
サービシイズ・リミテッド（ケイマン）

代行協会員
大和証券株式会社

作成対象期間：第11期
（2020年12月 1 日～2021年11月30日）
信託終了日　2021年11月30日

ダイワ新興国債券ファンド
（米ドル建／毎月分配型）－通貨ブリッジ－

ダイワ・ファンド・シリーズ－

（ブラジル・レアル・ヘッジコース、
　豪ドル・ヘッジコース）

ファンドの仕組みは、以下のとおりです。

ファンド形態 ケイマン籍オープン・エンド契約型外国投資信託／ 
追加型

信 託 期 間

2011年 3 月31日（運用開始日）から2021年11月30日
（※）まで
※ ただし、管理会社が、かかる日の延長を事前に決定
し、受託会社に書面により通知した場合を除きます。

※※ファンドは、2021年11月30日に償還いたしました。

繰 上 償 還

次のような場合には、ファンドは繰上償還（終了）さ
れます。
・ 各コースの純資産総額の合計額（米ドル換算）が
3, 000万米ドルを下回り、管理会社が受託会社に通知
した場合

・ ファンドを継続すること等が違法となるか、実行不
可能、得策ではなく、または受益者の利益に反する
場合

・ ファンドの終了を決議した場合、受託会社・管理会
社が辞任または清算し、後任を確保できない場合

・管理会社と受託会社が合意した場合

運 用 方 針

ファンドの投資目的は、米ドル建ての新興国債券（注）
に投資し、安定した収益の確保と信託財産の着実な成
長を目指すことです。
（注） 「新興国債券」とは、新興国の政府、政府関係機

関、州、その他の地方公共団体が発行する債券を
いいます。以下同じです。

主要投資対象 米ドル建ての新興国債券

ファンドの
運 用 方 法

①米ドル建ての新興国債券に投資します。
　・ JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・

インデックス・プラスを参考に運用を行います。
　・ 国別配分および年限構成の決定については、各国

の経済情勢および信用力等を考慮します。
　・ 投資対象銘柄の決定については、各銘柄の流動

性、利回り水準等を考慮します。
② 米ドル建て資産に対して、各コースは米ドル売り、
取引対象通貨買いの為替取引を行います。

　・ 為替取引を実行するために、外国為替予約取引、
NDF取引等を行うことができます。

　・ 為替取引は、純資産総額に追加設定予定額を追加
し、買戻予定額を控除した上で、為替取引対象
コースの純資産総額程度のエクスポージャーを上
限とします。

主な投資制限 ・株式への投資は行いません。
・有価証券の空売りを行いません。

分 配 方 針

毎月10日（休業日の場合、翌営業日）に、分配方針に
従い、分配を行います。
 管理会社は、原則として、配当収益、実現利益および
未実現利益をもとに、債券ポートフォリオの最終利回
り、取引対象通貨と米ドルの金利差、管理報酬等を考
慮して分配金額を決定します。さらに、管理会社は、
分配日の前営業日の基準価額が当初元本を上回ってい
る額を上限に分配することができます。
※ 分配原資は、上記に限定されません。また、分配金
が支払われない場合もあります。

ファンドの名称は「ダイワ・ファンド・シリーズ－ダイワ新興国債券ファンド（毎月分
配型）」であり、また、コースの名称は「米ドル建　ブラジル・レアル・ヘッジコース」
および「米ドル建　豪ドル・ヘッジコース」ですが、本書では、愛称である「通貨ブ
リッジ」と併せて「ダイワ・ファンド・シリーズ－ダイワ新興国債券ファンド（米ドル
建／毎月分配型）－通貨ブリッジ－」と総称し、各コースを「ブラジル・レアル・ヘッ
ジコース」および「豪ドル・ヘッジコース」と表記しています。
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 Ⅰ . ファンドの設定から前期までの運用の経過

　設定から2012年ごろまでの間、ギリシャに端を発する欧州債務問題などから、米国金利は低下し、米
ドル建て新興国債券金利も低下しました。2013年以降は、米国での金融緩和の縮小観測を受けて、米国
金利は急上昇するとともに、米ドル建て新興国債券のスプレッド（米国債との利回り格差）が拡大する
場面も見られました。その後2016年ごろまでは、ウクライナや中東情勢の悪化、中国の景気減速懸念、
原油をはじめとした商品市況の下落などを受けて、米国金利は低下傾向で推移するとともにスプレッド
は拡大傾向で推移しました。2016年には英国のＥＵ（欧州連合）離脱をめぐる国民投票で離脱派が勝利
した際に、米国金利は低下しましたが、同年後半には、米大統領選で財政支出拡大による景気刺激を唱
えるトランプ候補が勝利したことなどを受け、米国金利は上昇に転じました。2017年以降は、米国経済
が堅調に推移していたことを受け、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が政策金利の継続的な引き上げ
を実施し、米国金利は上昇傾向となりました。米中通商交渉の行方に対する不透明感の増大やイタリ
ア、トルコなどの政治リスクの増大を受けた新興国債券スプレッドの拡大も、新興国債券金利の上昇に
つながりました。2018年後半から2019年前半までは、米国の景気後退懸念などを背景に米国金利は低下
しました。2020年に入り新型コロナウイルスが世界的に流行すると、ＦＲＢが金融緩和に転じたことを
契機に米国金利は大きく低下した一方、新興国債券のスプレッドは急拡大し、新興国債券金利の上昇に
つながりました。その後ワクチンの開発などが進み世界が落ち着きを取り戻すにつれて、米国金利は上
昇し、スプレッドは縮小しました。

　こうした環境下、当ファンドでは、米ドル建ての新興国債券に投資し、安定した収益の確保と信託財
産の着実な成長を目指して運用を行いました。国別配分、年限構成の決定については、各国の経済情勢
および信用力等を考慮し、投資対象銘柄の決定については、各銘柄の流動性、利回り水準等を考慮しま
した。
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 Ⅱ . 当期の運用の経過

■当期の 1口当たり純資産価格等の推移について

ブラジル・レアル・ヘッジコース

（注 1） 第11期末の 1口当たり純資産価格および純資産総額は、2021年11月30日現在の最終公表純資産価格を記載しているため、財務書類に記載の数
値とは異なります。以下同じです。

（注 2）騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資したものとみなして計算しています。以下同じです。
（注 3） 1口当たり分配金額は、税引前の分配金額を記載しています。以下同じです。
（注 4） 分配金再投資 1口当たり純資産価格は、税引前の分配金を分配時にファンドへ再投資したとみなして算出したもので、ファンド運用の実質的

なパフォーマンスを示すものです。以下同じです。
（注 5）分配金再投資 1口当たり純資産価格は、第10期末の 1口当たり純資産価格を起点として指数化しています。
（注 6）ファンドの購入価額により課税条件は異なりますので、お客様の損益の状況を示すものではありません。以下同じです。
（注 7）ファンドにベンチマークは設定されていません。
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豪ドル・ヘッジコース

（注）分配金再投資 1口当たり純資産価格は、第10期末の 1口当たり純資産価格を起点として指数化しています。

■ 1口当たり純資産価格（基準価額）の主な変動要因

ブラジル・レアル・ヘッジコース
米ドル建て新興国債券からの利息収入、米ドル売り／ブラジル・レアル買いの為替ヘッジプレミアムが 1口当たり純資産
価格の値上がりに寄与した一方、米ドル建て新興国債券価格の下落、ブラジル・レアルの対米ドルでの下落が 1口当たり純
資産価格の値下がり要因となりました。
この結果、今期の 1口当たり純資産価格（分配金額込み）は前期に比べて値下がりしました。

豪ドル・ヘッジコース
米ドル建て新興国債券からの利息収入が 1口当たり純資産価格の値上がりに寄与した一方、豪ドルの対米ドルでの下
落、米ドル建て新興国債券価格の下落、米ドル売り／豪ドル買いの為替ヘッジコストが 1口当たり純資産価格の値下がり要
因となりました。
この結果、今期の 1口当たり純資産価格（分配金額込み）は前期に比べて値下がりしました。
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■分配金について
　当期（2020年12月 1 日～ 2021年11月30日）の 1口当たり分配金（税引前）は下表のとおりです。なお、下表の「分配金
を含む 1口当たり純資産価格の変動額」は、当該分配落日における 1口当たり分配金額と比較する目的で、便宜上算出して
いるものです。

ブラジル・レアル・ヘッジコース （金額：米ドル）

分　配　落　日 1口当たり純資産価格 1口当たり分配金額
（対1口当たり純資産価格比率（注1））

分配金額を含む 1口当たり
純資産価格の変動額（注2）

2020年12月10日 27. 03 0. 10 1. 74 （0. 37％）

2021年 1 月12日 24. 89 0. 10 －2. 04 （0. 40％）

2021年 2 月10日 25. 13 0. 10 0. 34 （0. 40％）

2021年 3 月10日 21. 99 0. 10 －3. 05 （0. 45％）

2021年 4 月12日 22. 47 0. 10 0. 59 （0. 44％）

2021年 5 月10日 24. 72 0. 10 2. 34 （0. 40％）

2021年 6 月10日 25. 63 0. 10 1. 02 （0. 39％）

2021年 7 月12日 24. 89 0. 10 －0. 65 （0. 40％）

2021年 8 月10日 24. 73 0. 10 －0. 05 （0. 40％）

2021年 9 月10日 25. 05 0. 10 0. 42 （0. 40％）

2021年10月12日 22. 86 0. 10 －2. 08 （0. 44％）

2021年11月10日 22. 46 0. 00 －0. 40 （0. 00％）
（注 1）「対 1口当たり純資産価格比率」とは、以下の計算式により算出される値であり、ファンドの収益率とは異なる点にご留意ください。

対 1口当たり純資産価格比率（%）= 100× a / b
a =当該分配落日における 1口当たり分配金額
b =当該分配落日における 1口当たり純資産価格+当該分配落日における 1口当たり分配金額
以下同じです。

（注 2）「分配金を含む 1口当たり純資産価格の変動額」とは、以下の計算式により算出されます。
分配金を含む 1口当たり純資産価格の変動額= b－ c
b =当該分配落日における 1口当たり純資産価格+当該分配落日における 1口当たり分配金額
c =当該分配落日の直前の分配落日における 1口当たり純資産価格
以下同じです。

（注 3）2020年12月10日の直前の分配落日（2020年11月10日）における 1口当たり純資産価格は、25. 39米ドルでした。



5

豪ドル・ヘッジコース （金額：米ドル）

分　配　落　日 1口当たり純資産価格 1口当たり分配金額
（対1口当たり純資産価格比率（注1））

分配金額を含む 1口当たり
純資産価格の変動額（注2）

2020年12月10日 59. 73 0. 10 2. 40 （0. 17％）

2021年 1 月12日 60. 99 0. 10 1. 36 （0. 16％）

2021年 2 月10日 61. 15 0. 10 0. 26 （0. 16％）

2021年 3 月10日 57. 22 0. 10 －3. 83 （0. 17％）

2021年 4 月12日 56. 93 0. 10 －0. 19 （0. 18％）

2021年 5 月10日 59. 58 0. 10 2. 75 （0. 17％）

2021年 6 月10日 59. 18 0. 10 －0. 30 （0. 17％）

2021年 7 月12日 57. 03 0. 10 －2. 05 （0. 18％）

2021年 8 月10日 55. 61 0. 10 －1. 32 （0. 18％）

2021年 9 月10日 56. 53 0. 10 1. 02 （0. 18％）

2021年10月12日 54. 44 0. 10 －1. 99 （0. 18％）

2021年11月10日 55. 56 0. 00 1. 12 （0. 00％）
（注）2020年12月10日の直前の分配落日（2020年11月10日）における 1口当たり純資産価格は、57. 43米ドルでした。
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■投資環境について

　○債券市況
米ドル建て新興国債券市場では、米国金利の上昇などを受けて多くの国で金利は上昇しました。
期初から2021年 3 月ごろまでは、米ドル建て新興国債券の利回りは上昇傾向で推移しました。新型コロナウイルスの感
染状況の改善、FRB（米国連邦準備制度理事会）高官から量的金融緩和の縮小に関する発言がみられたことなどが米国
長期金利の上昇要因となり、またFRB高官から長期金利の上昇を容認するような発言があったことも一層の金利上昇を
後押ししました。その間、米ドル建て新興国債券のスプレッド（米国債との利回り格差）はやや拡大しました。
その後、2021年 8 月ごろまでは、米ドル建て新興国債券の利回りは低下傾向で推移しました。米国ではインフレ圧力が
高まりましたが、その影響は一時的であると見込まれたこと、またFRBにも利上げを急ぐ姿勢が見られなかったことか
ら、米国長期金利は低下しました。その間、米ドル建て新興国債券のスプレッドは縮小しました。
しかし、2021年 9 月から11月にかけて米ドル建て新興国債券の利回りは再度上昇しました。供給制約要因などによるイ
ンフレ期待が高まり、FRBによる早期金融引き締め観測が徐々に強まるにつれて、米国長期金利が上昇するとともに米
ドル建て新興国債券のスプレッドも拡大しました。個別国では、中央銀行への信認が低下したトルコ、ロシアによる侵攻
の可能性が懸念されたウクライナ、与党連合が上院での議席数を減らすと見込まれたアルゼンチンなどにおいて、スプレ
ッド拡大圧力が特に強まりました。

　○為替相場
　　ブラジル・レアル・ヘッジコース

　 　ブラジル・レアルは対米ドルで下落しました。ブラジルで複数回の利上げが実施されたことや、世界的に新型コロナ
ウイルスのワクチン接種が進んで市場のリスク選好度が高まったことなどは、ブラジル・レアルの上昇要因となりまし
た。一方で、ブラジルのインフレ率が市場予想を上回る上昇を見せたことや、財政悪化懸念が高まったことなどは、ブ
ラジル・レアルの下落要因となりました。また、米国での金融緩和縮小観測の高まりが米ドル高要因となったこともあ
り、期間中のブラジル・レアルは対米ドルで下落しました。

　　豪ドル・ヘッジコース
　 　豪ドルは対米ドルで下落しました。鉄鉱石などの資源価格が堅調に推移したことや、新型コロナウイルスのワクチン
接種が世界的に進んでリスクセンチメントが改善したことなどは、豪ドルの上昇要因となりました。一方で、新型コロ
ナウイルスの変異株への懸念、中国経済の減速懸念などが豪ドル安要因となりました。また、米国で金融緩和縮小観測
が高まったことは米ドル高要因となり、期間中の豪ドルは米ドルに対して下落しました。

　○短期金利市況
　　ブラジル・レアル・ヘッジコース

　 　米国では、政策金利が0. 00－0. 25％で維持され、短期金利は低位で推移しました。ブラジルでは、政策金利が2. 00
％から7. 75％に引き上げられ、短期金利は上昇傾向で推移しました。ブラジルの短期金利は米ドルの短期金利を上回
る状況が継続しました。

　　豪ドル・ヘッジコース
　 　米国では、政策金利が0. 00－0. 25％で維持され、短期金利は低位で推移しました。オーストラリアでは、政策金利
が0. 10％で維持され、短期金利は低位で推移しました。豪ドルの短期金利は米ドルの短期金利を下回る状況が継続し
ました。
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■ポートフォリオについて

・米ドル建ての新興国債券に投資しました。
・ 国別配分、年限構成の決定については、各国の経済情勢および信用力等を考慮し、投資対象銘柄の決定については、各銘
柄の流動性、利回り水準等を考慮しました。
・ 債券ポートフォリオの金利リスクについては、修正デュレーションで 7（年）～10（年）程度の範囲でコントロールしま
した。
・米ドル建ての資産に対して、各コースで米ドル売り、取引対象通貨買いの為替取引を行いました。

■ベンチマークとの差異について

ファンドはベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、ファンドの各コースの分配金再投資 1口当たり純資産価格と参考指数の騰落率の対比です。

第11期
（2020年12月 1 日～2021年11月末日）

ブラジル・レアル・ヘッジコース
豪ドル・ヘッジコース
参考指数（ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・
ボンド・インデックス・プラス）

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0
（％）

（注）  ファンドの参考指数は、ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・プラスです。当該指数は、J. P. モルガン・セキュリティーズ・エルエル
シーが算出し公表している流動性の高い米ドル建ての新興国国債のパフォーマンスを表す代表的な指数です。以下同じです。
参考指数は、ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・プラス（米ドルベース）の原指数をもとに大和アセットマネジメントが計算したもの
です。ＪＰモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・プラス（米ドルベース）は、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  
Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認なしに本指数を複製・
使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

■投資の対象とする有価証券の主な銘柄

当期末現在における有価証券等の組入れはありません。

■今後の運用方針

ファンドは、2021年11月30日に満期償還いたしました。
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■費用の明細

項　　　目 項目の概要

管理報酬等 ファンドの資産から支払われる総報酬は、純資産総額の年率1. 34％程度および年間42, 000米ドル
です。
（注） 受託報酬および管理事務代行報酬ならびに資産保管報酬に最低報酬金額が設定されているた

め、各コースの純資産総額の合計額によっては、年率1. 34％程度を上回ることがあります。

受託報酬および
管理事務代行報酬

年率0. 1％
（最低年間80, 000米ドル）

ファンドの受託業務および管理事務代行業務

管理報酬 管理報酬はありません。

投資運用報酬 年率0. 4％ ファンドに関する投資運用業務

内 副管理事務代行報酬 年間42, 000米ドル ファンドの副管理事務代行業務、登録事務代行業務および名義書換
事務代行業務

資産保管報酬
（最低年間12, 000米ドル）
※各市場での保有資産の
　評価額に対しての年率

年率0. 0125％
（アメリカ国内市場）

ファンドの資産保管業務

訳 年率0. 02％（ユーロ市場）

管理会社代行サービス報酬 年率0. 22％ ファンドの管理会社が行う業務を日本国内において代行する業務

販売報酬／代行協会員報酬 年率0. 5％／年率0. 1％ 運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後
の情報提供等／ファンド証券の（ 1口当たりの）純資産価格の公表
業務、目論見書、決算報告書等の販売会社への交付業務等

その他の費用・手数料（当期） 0. 34％ 弁護士報酬、監査報酬等
（注） 各報酬については、目論見書に定められている料率または金額を記しています。「その他の費用・手数料（当期）」には運用状況等により変動するものや実費となる費用

が含まれます。便宜上、その他の費用・手数料（当期）の金額をファンドの当期末の純資産総額（日本国内において募集を行っていないコースの純資産総額を含みま
す。）で除して100を乗じた比率を表示していますが、実際の比率とは異なります。



9

 Ⅲ . 直近10期の運用実績

1. 純資産の推移
　下記会計年度末および第11会計年度中における各月末の純資産の推移は、以下のとおりです。

ブラジル・レアル・ヘッジコース
純資産総額 1 口当たり純資産価格

千米ドル 百万円 米ドル 円
第 2会計年度末
（2012年11月末日） 169, 185 20, 707 82. 92 10, 149 

第 3 会計年度末
（2013年11月末日） 92, 648 11, 339 62. 89 7, 697 

第 4 会計年度末
（2014年11月末日） 69, 652 8, 525 58. 68 7, 182 

第 5 会計年度末
（2015年11月末日） 36, 917 4, 518 36. 19 4, 429 

第 6 会計年度末
（2016年11月末日） 31, 586 3, 866 41. 49 5, 078 

第 7 会計年度末
（2017年11月末日） 28, 419 3, 478 45. 45 5, 563 

第 8 会計年度末
（2018年11月末日） 17, 554 2, 148 33. 86 4, 144 

第 9 会計年度末
（2019年11月末日） 15, 121 1, 851 33. 07 4, 047 

第10会計年度末
（2020年11月末日） 10, 609 1, 298 25. 50 3, 121 

第11会計年度末
（2021年11月末日） 6, 057 741 22. 48 2, 751 

2020年12月末日 10, 936 1, 338 26. 83 3, 284 
2021年 1 月末日 9, 935 1, 216 24. 83 3, 039 

2 月末日 9, 300 1, 138 23. 39 2, 863 
3 月末日 8, 826 1, 080 22. 42 2, 744 
4 月末日 9, 282 1, 136 23. 65 2, 895 
5 月末日 9, 635 1, 179 24. 80 3, 035 
6 月末日 9, 996 1, 223 25. 90 3, 170 
7 月末日 9, 590 1, 174 25. 27 3, 093 
8 月末日 9, 380 1, 148 25. 68 3, 143 
9 月末日 8, 394 1, 027 23. 51 2, 877 
10月末日 7, 791 954 22. 46 2, 749 
11月末日 6, 057 741 22. 48 2, 751 

（注） 米ドルの円換算は、便宜上、2022年 3月31日現在における株式会社三菱UFJ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（1米ドル＝122. 39円）によります。
以下同じです。



10

豪ドル・ヘッジコース
純資産総額 1 口当たり純資産価格

千米ドル 百万円 米ドル 円
第 2会計年度末
（2012年11月末日） 27, 484 3, 364 102. 45 12, 539 

第 3 会計年度末
（2013年11月末日） 15, 269 1, 869 74. 70 9, 143 

第 4 会計年度末
（2014年11月末日） 12, 447 1, 523 71. 80 8, 788 

第 5 会計年度末
（2015年11月末日） 9, 154 1, 120 57. 63 7, 053 

第 6 会計年度末
（2016年11月末日） 8, 357 1, 023 59. 00 7, 221 

第 7 会計年度末
（2017年11月末日） 6, 340 776 64. 74 7, 924 

第 8 会計年度末
（2018年11月末日） 5, 043 617 55. 37 6, 777 

第 9 会計年度末
（2019年11月末日） 4, 116 504 53. 78 6, 582 

第10会計年度末
（2020年11月末日） 4, 184 512 58. 72 7, 187 

第11会計年度末
（2021年11月末日） 2, 557 313 55. 54 6, 798 

2020年12月末日 4, 317 528 62. 01 7, 589 
2021年 1 月末日 4, 186 512 60. 61 7, 418 

2 月末日 4, 046 495 58. 97 7, 217 
3 月末日 3, 853 472 56. 46 6, 910 
4 月末日 3, 951 484 58. 12 7, 113 
5 月末日 3, 983 487 58. 60 7, 172 
6 月末日 3, 874 474 57. 16 6, 996 
7 月末日 3, 790 464 55. 99 6, 853 
8 月末日 3, 689 451 56. 11 6, 867 
9 月末日 3, 549 434 53. 98 6, 607 
10月末日 3, 355 411 55. 57 6, 801 
11月末日 2, 557 313 55. 54 6, 798 
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2. 分配の推移

ブラジル・レアル・ヘッジコース

1 口当たりの分配金

米ドル 円

第 2会計年度 8. 70 1, 064. 79

第 3 会計年度 6. 80 832. 25

第 4 会計年度 7. 60 930. 16

第 5 会計年度 6. 10 746. 58

第 6 会計年度 5. 00 611. 95

第 7 会計年度 4. 10 501. 80

第 8 会計年度 2. 20 269. 26

第 9 会計年度 1. 20 146. 87

第10会計年度 1. 20 146. 87

第11会計年度 1. 10 134. 63

 
豪ドル・ヘッジコース

1 口当たりの分配金

米ドル 円

第 2会計年度 14. 40 1, 762. 42

第 3 会計年度 6. 10 746. 58

第 4 会計年度 3. 60 440. 60

第 5 会計年度 2. 70 330. 45

第 6 会計年度 2. 10 257. 02

第 7 会計年度 1. 20 146. 87

第 8 会計年度 1. 20 146. 87

第 9 会計年度 1. 20 146. 87

第10会計年度 1. 20 146. 87

第11会計年度 1. 10 134. 63
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3. 販売及び買戻しの実績
　下記会計年度における販売および買戻しの実績ならびに下記会計年度末現在の発行済口数は、以下のとおりです。

ブラジル・レアル・ヘッジコース
販売口数 買戻口数 発行済口数

第 2会計年度 216, 590 597, 018 2, 040, 402
（216, 590） （597, 018） （2, 040, 402）

第 3会計年度 56, 769 623, 894 1, 473, 277
（56, 769） （623, 894） （1, 473, 277）

第 4会計年度 39, 779 326, 048 1, 187, 008
（39, 779） （326, 048） （1, 187, 008）

第 5会計年度 42, 090 208, 928 1, 020, 170
（42, 090） （208, 928） （1, 020, 170）

第 6会計年度 17, 258 276, 181 761, 247
（17, 258） （276, 181） （761, 247）

第 7会計年度 6, 098 142, 086 625, 259
（6, 098） （142, 086） （625, 259）

第 8会計年度 1, 417 108, 252 518, 424
（1, 417） （108, 252） （518, 424）

第 9会計年度 2, 220 63, 361 457, 283
（2, 220） （63, 361） （457, 283）

第10会計年度 10 41, 250 416, 043
（10） （41, 250） （416, 043）

第11会計年度 0 146, 588 269, 455
（0） （146, 588） （269, 455）

豪ドル・ヘッジコース
販売口数 買戻口数 発行済口数

第 2会計年度 114, 315 123, 414 268, 275
（114, 315） （123, 414） （268, 275）

第 3会計年度 35, 798 99, 667 204, 406
（35, 798） （99, 667） （204, 406）

第 4会計年度 6, 675 37, 729 173, 352
（6, 675） （37, 729） （173, 352）

第 5会計年度 3, 235 17, 763 158, 824
（3, 235） （17, 763） （158, 824）

第 6会計年度 1, 650 18, 835 141, 639
（1, 650） （18, 835） （141, 639）

第 7会計年度 0 43, 711 97, 928
（0） （43, 711） （97, 928）

第 8会計年度 105 6, 960 91, 073
（105） （6, 960） （91, 073）

第 9会計年度 0 14, 550 76, 523
（0） （14, 550） （76, 523）

第10会計年度 0 5, 270 71, 253
（0） （5, 270） （71, 253）

第11会計年度 0 25, 217 46, 036
（0） （25, 217） （46, 036）

（注 1）括弧内の数字は、本邦内における販売口数、買戻口数および発行済口数を表します。
（注 2）第11会計年度の数値は、最終公表純資産価格の算出に用いた数値を記載しているため、財務書類に記載の数値とは異なります。
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 Ⅳ . ファンドの経理状況

ａ． ファンドの直近会計年度の日本文の財務書類は、英国およびアイルランドにおける法令に準拠して作成された原文の財務
書類を翻訳したものです。これは「特定有価証券の内容等の開示に関する内閣府令」に基づき、「財務諸表等の用語、様
式及び作成方法に関する規則」第131条第 5項ただし書の規定の適用によるものです。

ｂ． ファンドの原文の財務書類は、外国監査法人等（公認会計士法（昭和23年法律第103号）第 1条の 3第 7項に規定する外
国監査法人等をいいます。）であるプライスウォーターハウスクーパース　ケイマン諸島から監査証明に相当すると認め
られる証明を受けており、当該監査証明に相当すると認められる証明に係る監査報告書に相当するもの（訳文を含みま
す。）が当該財務書類に添付されています。

ｃ． ファンドの原文の財務書類は、米ドルまたは日本円で表示されています。日本文の財務書類には、主要な金額について円
貨換算が併記されています。日本円による金額は、株式会社三菱UFJ銀行の2022年 3 月31日現在における対顧客電信売買
相場の仲値（ 1米ドル＝122. 39円）で換算されています。なお、 1円未満の金額は四捨五入されています。
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 Ⅴ . 投資信託財産運用総括表

ブラジル・レアル・ヘッジコース

信 託 期 間
投資信託当初払込日 2011年 3月31日 投資信託契約終了時の状況

投資信託契約終了日 2021年11月30日 資 産 総 額 6, 057, 004米ドル

区　　　分 投資信託当初払込時 投資信託
契約終了時 差引増減

負 債 総 額 0米ドル

純資産総額 6, 057, 004米ドル

受益権口数 410, 010口 269, 455口 △ 140, 555口 受益権口数 269, 455口

元　本　額 41, 001, 000米ドル 6, 057, 004米ドル △ 34, 943, 996米ドル 1口当たり償還金 22. 48米ドル

 毎 計 算 期 末 の 状 況

計 算 期 元 本 額 純 資 産 総 額 1  口 当 た り の
純 資 産 価 格

1  口 当 た り の 分 配 金
金 額 分 配 率

（千米ドル） （千米ドル） （米ドル） （米ドル） （％）

第 1期 41, 001 207, 061 85. 53 13. 10 15. 32 

第 2期 207, 061 169, 185 82. 92 8. 70 10. 49 

第 3期 169, 185 92, 648 62. 89 6. 80 10. 81 

第 4期 92, 648 69, 652 58. 68 7. 60 12. 95 

第 5期 69, 652 36, 917 36. 19 6. 10 16. 86 

第 6期 36, 917 31, 586 41. 49 5. 00 12. 05 

第 7期 31, 586 28, 419 45. 45 4. 10 9. 02 

第 8期 28, 419 17, 554 33. 86 2. 20 6. 50 

第 9期 17, 554 15, 121 33. 07 1. 20 3. 63 

第10期 15, 121 10, 609 25. 50 1. 20 4. 71 

第11期 10, 609 6, 057 22. 48 1. 10 4. 89 

（注）当初申込期間における１口当たり申込価格は、100米ドルでした。
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豪ドル・ヘッジコース

信 託 期 間
投資信託当初払込日 2011年 3月31日 投資信託契約終了時の状況

投資信託契約終了日 2021年11月30日 資 産 総 額 2, 556, 984米ドル

区　　　分 投資信託当初払込時 投資信託
契約終了時 差引増減

負 債 総 額 0米ドル

純資産総額 2, 556, 984米ドル

受益権口数 21, 888口 46, 036口 24, 148口 受益権口数 46, 036口

元　本　額 2, 188, 800米ドル 2, 556, 984米ドル 368, 184米ドル 1口当たり償還金 55. 54米ドル

 毎 計 算 期 末 の 状 況

計 算 期 元 本 額 純 資 産 総 額 1  口 当 た り の
純 資 産 価 格

1  口 当 た り の 分 配 金
金 額 分 配 率

（千米ドル） （千米ドル） （米ドル） （米ドル） （％）

第 1期 2, 189 26, 504 95. 55 10. 90 11. 41 

第 2期 26, 504 27, 484 102. 45 14. 40 14. 06 

第 3期 27, 484 15, 269 74. 70 6. 10 8. 17 

第 4期 15, 269 12, 447 71. 80 3. 60 5. 01 

第 5期 12, 447 9, 154 57. 63 2. 70 4. 69 

第 6期 9, 154 8, 357 59. 00 2. 10 3. 56 

第 7期 8, 357 6, 340 64. 74 1. 20 1. 85 

第 8期 6, 340 5, 043 55. 37 1. 20 2. 17 

第 9期 5, 043 4, 116 53. 78 1. 20 2. 23 

第10期 4, 116 4, 184 58. 72 1. 20 2. 04 

第11期 4, 184 2, 557 55. 54 1. 10 1. 98 

（注）当初申込期間における１口当たり申込価格は、100米ドルでした。
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 Ⅵ . お知らせ

　ファンドは、2021年11月30日に満期償還いたしました。
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